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通告順 
議 席 ９ 番 今 井 吉 男 

平成29年 ９月  日 

時 分～  時  分1 

１．町制７０周年関連事業の進捗状況について 

昨年１１月の町制７０周年記念における関連３事業について、平安町長は３月 

 定例会の施政方針で、早期実現に向けて取り組むことを表明されました。 

３事業の進捗状況について。 

 

① 役場新庁舎建設検討委員会の発足。 

② 故・弓削政己氏寄贈図書の管理状況。 

③ 「町誌」続編（仮称）の編纂状況。 

 

２．火災や災害発生に備えた消防施設の点検について 

８月１９日の深夜に発生した田皆集落内の建物火災で、サイレンの不具合と防

火用水の不備で、消火活動の遅れ等があったようです。火災や災害に備えるには、

日頃からの点検作業が必要だと考えますが、今後の対策について伺う。 

3．補助事業を活用した養護老人ホーム長寿園の建て替えについて 

  養護老人ホーム長寿園は、昭和４５年９月１１日落成、築４７年が経過、老朽

化で建て替えが急がれます。補助事業を活用して早期に建て替えが出来ないか。 

4．平成３０年４月から変わる国民健康保険制度について 

平成３０年４月からは、県も国民健康保険制度に係わることになります。  

次の点について伺う。 

 ① 平成３０年４月から変わる国民健康保険制度に伴い、本町の国民健康保険税

率は引き上げるのか。 

② 平成３０年４月から変わる国民健康保険制度の内容と動向について。 
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通告順 
議 席10番 福 井 源 乃 介 

平成29年 ９月 日 

時 分～  時  分 2 

１．観光振興対策について 

国立公園指定や世界自然遺産登録、薩摩藩の明治維新１５０周年祭、大河ドラ

マ「西郷どん」、沖縄那覇空港との航空路開設、鹿児島国体と追い風に乗って県や

国内外から多くの観光客始め交流人口が一気に増えるものと予想しています。こ

れらを見越して早急に次の事を検討する必要があります。 

① 新たな知名町観光振興計画の策定が必要ではないか。 

② 知名町環境保護条例の見直しは。悪質なルール違反に対処できる整備が必要

ではないか。（鍾乳石の破損行為等） 

③ エコツアーガイドの保護が必要。ダイビングやケイビング等の乱立防止のた

め、奄美群島広域事務組合から認定された業者等に知名町推奨優良事業者証

（仮称）を交付し、無許可営業との差別化を図るべきではないか。 

④ 貴重な資源の劣化を防ぎ環境保護基金とするため、洞窟や鍾乳洞に入る協力

金（入洞税）の創設も必要ではないか。 

⑤ 受け皿整備。客室不足を解消するため、民宿の開業や民泊の推進等も急ぐべ

きではないか。また、自然休養村管理センターを解体してフローラルホテル

別館を建設する考えはありませんか。 

⑥ 野猫問題は奄美全体の課題である。奄美大島や徳之島と同様に収容施設整備

や避妊治療などを進めるべきではないか。 

⑦ 知名町ふるさと夏まつりの一大関連行事である「四並蔵神社奉納相撲大会」

は、厳しい運営状況にあります。予算を増額して持続的な大会にすべきでは

ないか。 

⑧ 観光ルートの道路整備も必要である。特に、田皆新城海岸線（田皆岬入口か

ら沖泊・新城牧野牛舎間）は経年劣化が激しく整備を急ぐべきではいか。 
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２．北朝鮮のミサイル問題について 

グアム島への発射訓練予告以来、国際間の緊張が高まってきています。私たちの

島にも高性能レーダーを有する自衛隊基地があり、万が一にいかなる状況にも備え

ておかなければなりません。町民の避難の仕方、避難準備、避難訓練が必要ではな

いか。 

３．畜産の振興対策について 

子牛価格が高値で推移するなか、農家の高齢化や後継者不足により本町の畜産

は縮小している。子牛産地を維持するため、「３０・５０プロジェクト（仮称）」（３

０頭・５０頭規模農家３０戸育成）を進めて増頭を支援すべきではないか。 
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通告順 
議 席 1 番 新山 直樹 

平成29年 9月  日 

時 分～  時  分3 

１．防災拠点、避難所について 

１．平成26年から平成29年（本年度）にかけて、奄美群島成長戦略推進交付金

を活用し、各字の公民館を防災拠点施設としての機能向上を図るため施設の

改修、バリアフリー化、非常用電源を設置され防災機能の強化を図ってきま

したが、避難時の毛布や飲料水などの備蓄はどのようになっているのか。 

 

 ２．避難施設として各小学校も指定されていますが、避難所としての機能をはた

すためにどのような設備が設置されているのか。 

 

 

2．知名漁港の周辺整備について 

 １．臨港道路（森運送車庫からフローラル館下の十字路）には、側溝の蓋の破損

や規格違いのため隙間があり、また鉄製グレーチング受けの不具合があり危

険であると思われるが、修繕する見込みはあるのか。 

 ２．マリンパークの木製遊具の付け根の部分やネットなどの腐食、劣化等があり、

また、上部においては一部部材などが外れていて危険である。フローラルパ

ーク同様に遊具の整備及び、公園内の再整備をする予定はあるのか。 

 

 

3．公営住宅の整備について 

  公営住宅において駐輪場の整備がされていない住宅等があるが、今後整備する

予定はないのか。 
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通告順 
議 席 2 番 外山 利章 

平成2９年 ９月 日 

時 分～  時  分4 

１.さとうきび振興について 

 ① さとうきびの生産者交付金について、生産者が意欲を持って生産が続けられ 

るよう再生産可能な交付金単価の設定が必要であるが、国、県への働きかけ 

は。 

 ② 南栄糖業（株）の設備は老朽化したものが多く、設備更新など農家が安心し 

て生産ができる加工体制の確立に向けた取り組みが急務であるが、対策はさ 

れているか。 

 ③ 深刻な干ばつによりさとうきびの生育、植え付けへの影響が懸念されている 

が、本町における干ばつ対策の取り組みは。 

 ④ 高齢化や担い手不足など地域の実情に合わせた基幹作業の受託組織の育成、 

強化が求められているが具体的な取り組みは。 

 ⑤ 循環型農業の確立やエネルギー創出など、さとうきび産業の今後の発展にむ 

け新たな視点から取り組む必要があると考えるが、行政としての考えは。 

 

２．知名町地域防災計画について 

 ① 災害に対応するためには、町の防災計画と連動した地域の地区防災計画が必 

要だが策定はなされているか。 

 ② 行政として、災害発生に対応した細かな災害対応マニュアルの策定と、職員 

間の共有はなされているか。 

 ③ 災害発生時に現場で活動する消防団と各防災機関の連携について、具体的な 

役割分担はなされているか。 

 ④ 災害発生時の食料や電気、ガスなどのライフラインの確保にむけた民間との 

連携協定の締結はされているか。 
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通告順 
議 席 12番 平 秀徳 

平成2９年 ９月 日 

時  分～  時  分   5 

１．道路改良について 

 ① 県道下平川内城線（下平川町営住宅から上平川）約５００ｍが、平成２２年 

度から平成２６年度に整備されたが、今後の延伸計画について伺います。 

 

 ② 基幹農道西部２期地区（ハチマキ線改良工事）において現在、下城字から上

城字の区間が整備されているが、開通はいつ頃か。また、今後の延伸及び上

城小学校近辺の歩道計画は。 

 

 

 

 

 

２．中山間地域総合整備事業知名地区について 

  農業用排水施設、農道整備が平成２９年度から平成３５年度までの７ヶ年で計

画されているが、事業実施年度と優先順位は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．下平川小学校屋内運動場整備について 

  町内、小・中学校の屋内運動場の大規模改修、新増改築の整備が進められ、 

現在上城小学校屋内運動場が整備中だが、下平川小学校屋内運動場の整備計画は。 
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通告順 
議 席 8 番 中野 賢一 

平成29年 ９月  日 

時 分～  時  分6 

１．天皇、皇后両陛下奄美群島ご訪問について 

  天皇、皇后両陛下が11月中旬にも、屋久島、沖永良部島、与論島をご訪問され

る方向で宮内庁が検討を進めていることが8月17日までに明らかになった。地元

では喜びや驚きの声があがるとともに、早くも歓迎ムードが高まってきています。 

  奄美大島へのご訪問は、2003年に日本復帰50周年記念式典の際に訪問されて

以来14年ぶり、沖永良部島へのご訪問は実現すれば初となり、町長も「ご来島い

ただけるのであれば大変名誉なこと。地元として万全を期してお出迎えしたい。」

との思いを述べた。 

  天皇、皇后両陛下のご来島についての町長の取り組みをお伺いします。 

 

 

 

２．さとうきび生産及びハーベスター料金について 

  少子高齢化が進むなか、人口は減少し、農家の皆様も高齢になり、後継者も少 

なくなってきています。知名町農家の大半が、さとうきび作りで生活していると 

思います。さとうきび生産者を悩ましているのが、肥料の高騰やハーベスター料 

金だと思われます。機械導入は補助事業であり、生産者のために少しでも値下げ 

することができないのか。ハーベスター料金は近年、231 円値上げされたときい 

ております。値上げの理由はわかりませんが、ハーベスター料金は、「沖永良部ケ

ーンハーベスター利用組合」で決めており、生産者は弱い立場にあります。高齢

者や小規模生産者も大変な思いでさとうきびを生産しています。先月、本町にて

開催された「知事と語ろう車座対話」の中で、さとうきび生産対策本部の担当者

から、交付金を上げることは出来ないかと質問されていましたが、さとうきび生

産者のために行政の方で、沖永良部ケーンハーベスター利用組合に働きかけるな

り、指導又は助言等できないのか、伺います。 

 ① さとうきび生産（後継者等含めて）について 

 ② ハーベスター料金について 
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3．知名町の奨学資金制度について 

  奨学資金には、借りる「奨学資金」、もらう「奨学資金」等があります。奨学資 

金は、学生が安心して学業に取り組めるように経済的なサポートとして重要な役 

目をはたしており、運営する機関によって異なるが、貸与や給付に条件を設けて 

いるのが一般的で、経済的に困窮していることが大きな基準になるケースが見ら 

れる。具体的には、学生を扶養している親族の所得で判断していることが多いと 

思われる。奨学資金の制度は困窮な学生に就学のチャンスを与えるものですが、 

同時に社会に出る前に多額の借金を背負わせることにもなり、返済に苦しむ若者 

が増えていることが社会問題として取り上げられ、そのため、給付するタイプの 

奨学資金を増やしていこうとする風潮が見られるようになりました。 

そこで、知名町の奨学資金制度について伺います。 

 ① 知名町の奨学資金制度のタイプについて 

 ② 知名町の奨学資金捻出について 

 ③ 知名町の奨学資金活用状況について 

 ④ 奨学生として貸付を受けた方が卒業後、知名町に帰ってきて働いている方が 

いますか。いるとしたら何人いるのか。 

 ⑤ 長島町では人材確保のためＵターン者の奨学資金を帰郷なら町が全額補填で 

すが、知名町は人口減少の歯止めとして、そのような考えはないのか。 

 ⑥ 特別奨学生について 
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通告順 
議 席 6 番 宗村 勝 

平成29年 ９月  日 

時 分～  時  分7 

１．自殺対策について 

平成18年に自殺対策基本法が制定されて以来、全国的に自殺対策に取り組むこ 

とが市町村の責務だと思うが、本町の取り組みについて伺う。 

 

 

 

２．第二知名東部地区第３換地区（大野地区）の道路整備について 

  第二知名東部地区第３換地区（大野地区）にある農道、芦清良１号線の一部が

未舗装のまま放置状態のため、砂利等が出て危険な状態である。早期に舗装整備

を望む。 

 

 

 

３．教育遺産の整備について 

  現在、下平川幼稚園跡地の傍らにある半世紀以上も前にできた学校の飲料水用

の水タンクと、余多字にある水汲み場（チンキョ）跡が日の目を見ない状態でひ

っそりと佇んでいます。先人の知恵を後世に残すようイラスト等で説明できる案

内板等の設置を望む。 

 

 

４．フローラルパークの再整備について 

  フローラルパークを再整備し、グラウンドゴルフ、サッカー競技、ラグビー競  

技等が多目的に利用できるように整備し、プロチームや実業団等の合宿等の誘致 

を勧めるべきではないか。 
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通告順 
議 席 5 番   西  文 男 

平成2９年 ９月 日 

時 分～  時  分8 

１．本町の地域防災計画の修正箇所について 

 ① 本町の地域防災計画について、平成 29 年３月議会では修正中との回答でし

た。どのような修正をしたか。 

 ② 修正後の地域防災計画について、町民及び学校等諸施設への周知はどのよう

に行っているか。 

 ③ 訓練計画に基づき町民参加の避難訓練は、実際どのように行われているか。 

 ④ 大規模な災害時には各種の援護はどのように考えているか。 

 ⑤ 避難箇所でのプライベートを確保出来るスペースはあるか。（女性用） 

   又、寝具及び食糧等の確保はどのように考えているか。 

 ⑥ 介護が必要な高齢者や障害者の方の対応はどのように考えているか。 

 

２．干ばつ対策について 

 ① 干ばつ対策本部の設置の条件はどのような時期に立ち上げるのか。 

 ② 干ばつ対策本部による具体的な活動及び地域の農家にどのような周知、対策

を行っているか。 

 ③ 現在、知名町において、畑かん施設のない圃場は何ヘクタールで、その圃場

数はいくらか。また、さとうきび圃場全体に占める畑かん未設置圃場数はど

れくらいか。 

 ④ 干ばつ時に、畑かん施設のない圃場への散水対策に対する散水機等は十分か。 

 ⑤ 干ばつ時の、散水に対する補助はどうなっているか。 

 

３．ミカンコミバエの対策について 

 ① ミカンコミバエが本年６月に３回、知名町及び沖永良部管内で発見されたが、

どのような対策を行ったか。 

 ② 今後、同様にミカンコミバエが発見された場合の対応と、拡散防止について

の町当局の対策はどうなるのか。 
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